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そ

会の開催及び願掛け花

の

火のＰＲを行いまし
た

他

。また、一般企業等か

　

らの協賛に対して、会

】

場内に大型映像表示装

【

置を設置し、企業宣伝

協

などを行い、協賛する

働

メリット等の
充実に努

：

めました。打ち上げ総

】

数３，０００発、１３

目

０，０００人の見物客

的

があり、にぎわいと魅

・

力ある花火大会を開催

目

するこ
とができました

標

。

Ａ：成果があがった

事業の概要

２.事業の検証

指標名 単位

説明・算定式

活動指標① 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
目

標

実

績

指標名 単位

説明・算定式

活動指標② 平成

１

18年度 平成19年度

.

平成20年度 平成21

事

年度 平成22年度 平成

業

23年度 平成24年度

の

目

標

実

績

指標名 単位

説

位

明・算定式

成果指標①

置

平成18年度 平成19

付

年度 平成20年度 平成

け

21年度 平成22年度

事

平成23年度 平成24

務

年度
目

標

実

績

指標名 単

事

位

説明・算定式

成果指

業

標② 平成18年度 平成

名

19年度 平成20年度

事

平成21年度 平成22

業

年度 平成23年度 平成

担

24年度
目

標

実

績

当

予

進捗状況
遅れ

算

ている理由

平成20年

科

度の主な取組と成果

平

目

成20年度
の検証結果

事

事業評価シート (平

業

成20年度分) 頁

魅力

種

ある花火大会開催事業

類

経済部　商業観光課

0 ハ1－070103－0 ー20000 ○ ●

04 基

ド

本目標４　　活力とに

ソ

ぎわいに満ちたまち
総

フ

合計画の
02 ②〈熟　

ト

成〉　市民の豊かな暮

根

らしに貢献できる産業

拠

として成熟させる
位置

法

付け
02 2 まちのに

令

ぎわいづくりに結びつ

等

く産業を展開する

湘南対 ひらつか花火大会実行象 委員会

□ □ □ ■

平塚八

・

景である、湘南潮来、

受

平塚砂丘夕映えの名所

益

のＰＲとと 観光振興の

者

ため、市民の出資など

事

市民参加による、にぎ

業

わいと
もに、市民参加

期

による新たな花火大会

間

が創出されています。

委

魅力ある花火大会を開

託

催します。

願かけ花火

、

の周知手段数 件

花火大

協

会ホームページ・広報

働

ひらつか・自治会

3 4

【

6 5 5 5

3 4

入り込み

委

客数 人

－

140,50

託

0 141,000 14

：

1,500 141,5

3

00 141,500 1

セ

41,500

110,

ク

000 130,000

・

願かけ花火申込件数 件

財

－

420 450 470

団

470 470 470

4

企

18 395

①：予定ど

業

おり

ホームページや広

Ｎ

報紙をはじめ、ポスタ

Ｐ

ーの掲示、プログラム

Ｏ

の新聞折込等で花火大
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位

事業の実

施

0 0 0 0 0

施

0 0

0 0 0 0 0 0 0

0

策

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0

へ

0 0 0

0 8,800 8

の

,500 8,500 8

貢

,500 8,500 8

献

,500

0 8,800

高

8,500 8,500

市

8,500 8,500

民

8,500

－ － －

0.

満

00 1.25 1.25

足

1.26 1.26 1.

度

26 1.26

0.00

を

0.00 0.00 0.

高

00 0.00 0.00

め

0.00

0 10,48

る

9 10,489 10,

方

529 10,529 1

策

0,529 10,52

業

9

0 19,289 18

有

,989 19,029

効

19,029 19,0

性

29 19,029

● ○

継

○ ○ ○ ○ ○

市民の出資

続

など市民参加を進める

に

とともに、平塚八景の

よ

一つである「湘南潮来

る

」のＰＲ等観光事業の

成

一環として、効率的に

果

花火
大会を開催します

向

。また、平成２２年度

上

は、第６０回となりま

の

すが、開催経費の増を

可

伴わない形の記念の行

能

事を検討します。

市民

性

出資である願掛け花火

低

のさらなるＰＲを行う

そ

とともに、協賛金の増

の

加ついて積極的に取り

他

組みます。

市の財政状

事

況や協賛金の減少等か

業

ら、花火大会全般につ

の

いて検討するため、関

目

係者と協議を重ねてい

的

きます。

､対象､内容
分 高

受益者負担､補助額
妥当性 中

業務の執行体制(人員配置､業務分担)
低

その他
析

業務プロセス改善による効率化の方策
高

コスト削減の可能性
効率性 中

事業手法(民活の余地､事業形態の検討)
低

その他

今後に向けた課題の分析

３.年度別事業内容・事業費 （単位：千円）

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平

項

成21年度 平成22年

目

度 平成23年度 平成2

分

4年度

決算額 決算額 決

析

算額 予算額 試算額 試算

の

額 試算額

事業内容

国庫

視

支出金
財

県支出金
源

起

点

債
内

その他　特財
訳

一

左

般財源

事業費（A）

執

記

行率（%）

内 職員（人

の

）

訳 再任用（人）

人件

視

費（B）

フルコスト（

点

A+B）

に関

４.今後の事業展開

す

（担当課としての提案

る

）
平成22年度の事業

分

の方向性

現状の規模で

析

継続 拡大して継続 縮小

・

して継続 廃止 休止 終了

課

他事業と統合

＜判断理

題

由＞

平成22年度の取

の

組方針

課長コメント

■
抽

一時の楽しみではある

出

が、湘南ひらつかの夏

総

の風物詩と
●□ して市

合

民のニーズは高く必要

評

です。

■ ○
□
□ 夏の風

価

物詩として花火大会を

市

開催することは、市民

民

満足
●■ を高めるに有

ニ

効です。また、湘南地

ー

域の近隣市町と開催

■

ズ

日を調整して花火大会

高

を開催しているため、

事

地域全体の ○
□ イメー

業

ジアップに寄与してい

目

ます。

■ 願掛け花火な

的

どを取り入れ、市民参

の

加を増やし、花火大
●

達

■ 会を開催することは

成

、市民の郷土愛、満足

状

、自覚を高め
○

■ るこ

況

とができるため妥当で

必

す。
○

□
■ 市民参加や

要

市民出資（企業出資を

性

含）を確保するととも

市

○
■ に、コスト面にお

の

いても効率的に花火大

関

会を開催するこ
●

■ と

与

を進めていくことが必

の

要です。
○

□

願掛け花

必

火など市民参加を更に

要

活発化させ、コスト面

性

においても効率的な花

低

火大会を開催を目指し

事

ます。

花火大会の開催

そ

花火大会の開催 花火大

の

会の開催 花火大会の開

他

催 花火大会の開催 花火

上

大会の開催

60回記念
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展開 平成21年度への展開 平成22年度への展開

今後に向けた
課題

事業の方向性

取組方針

事業区分

※実施計画事業評価は、昨年度の事業を評価し、来年度の予算編成の参考としています。

－ Ｂ：おおむね成果があがった Ａ：成果があがった

－ ①：予定どおり ①：予定どおり

平成１９年８月３日（金）１９時か ホームページや広報紙をはじめ、ポ
ら２０時３０分まで、湘南潮来で開 スターの掲示、プログラムの新聞折
催した。カラーポスターＢ３，５０ 込等で花火大会の開催及び願掛け花
０部、プログラム１１２，０００部 火のＰＲを行いました。また、一般
作成し新聞折込を行った。メディア 企業等からの協賛に対して、会場内
ランナーによる広告などを行い、Ｐ に大型映像表示装置を設置

５

し、企業
Ｒ一般企業３

.

６４件で９，２４０，

事

宣伝などを行い、協賛

業

するメリット
２７０円

展

、願掛け花火４１８件

開

で７ 等の充実に努めま

の

した。打ち上げ総
９６

経

，６００円の協賛金が

緯

あった。 数３，０００

平

発、１３０，０００人

成

打ち上げ総数３，００

1

０発で、強風 の見物客

8

があり、にぎわいと魅

年

力あ
による影響もあっ

度

たが１１０，００ る花

事

火大会を開催すること

業

ができま
０人の観客が

分

訪れ、にぎわいと魅力

平

した。
ある花火大会を

成

開催することができ
た

1

。

市民参加を更に活発

9

化させ、市民参 願掛け

年

花火など市民参加を更

度

に活発
加型を目指す。

事

化させ、コスト面にお

業

いても効率的
な花火大

分

会を開催を目指します

平

。

－ 現状の規模で継続

成

現状の規模で継続

市民

2

出資の願掛け花火の件

0

数の増化 市民出資であ

年

る願掛け花火のさらな

度

を図るため、ＰＲの件

事

数を増やし、 るＰＲを

業

行うとともに、協賛金

分

の増
協賛金の伸びを目

進

指すために、地元 加つ

捗

いて積極的に取り組み

状

ます。
地域の方の集金

況

協力を強化する。

－ 実

主

施計画事業 実施計画事

な

業

取組と成果

検証結果

平成20年度への



1 頁

その他　】 【協働： 】

目的・目標 事業の概要

２.事業の検証

指標名 単位

説明・算定式

活動指標① 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
目

標

実

績

指標名 単位

説明・算定式

活動指標② 平成

１

18年度 平成19年度

.

平成20年度 平成21

事

年度 平成22年度 平成

業

23年度 平成24年度

の

目

標

実

績

指標名 単位

説

位

明・算定式

成果指標①

置

平成18年度 平成19

付

年度 平成20年度 平成

け

21年度 平成22年度

事

平成23年度 平成24

務

年度
目

標

実

績

指標名 単

事

位

説明・算定式

成果指

業

標② 平成18年度 平成

名

19年度 平成20年度

事

平成21年度 平成22

業

年度 平成23年度 平成

担

24年度
目

標

実

績

当

予

進捗状況
遅れ

算

ている理由

平成20年

科

度の主な取組と成果

平

目

成20年度
の検証結果

事

事業評価シート (平

業

成20年度分) 頁

都市

種

漁村交流支援事業

経済

類

部　農水産課

00－x ハxxxxx－xx00 ー00 ○ ●

04 基本目標

ド

４　　活力とにぎわい

ソ

に満ちたまち
総合計画

フ

の
02 ②〈熟　成〉　

ト

市民の豊かな暮らしに

根

貢献できる産業として

拠

成熟させる
位置付け

0

法

2 2 まちのにぎわい

令

づくりに結びつく産業

等

を展開する

市民

□ □ □

対

□

漁港施設の利用促進

象

及び海洋レクリエーシ

・

ョンが充実し、市民 市

受

民への漁業や海に関わ

益

る機会を拡大するため

者

、各種海洋レク
への漁

事

業や海に対する理解が

業

深まるとともに、市民

期

から親しま リエーショ

間

ンイベントを開催し支

委

援していきます。
れる

託

漁業が推進され、漁業

、

の活性化が図られてい

協

ます。

都市漁村交流イ

働

ベント開催回数 回

－

5

【

5 6 8 10 12

5 9

都

委

市漁村交流イベント参

託

加者数 人

－

200 20

：

0 250 300 350

3

400

200 400

①

セ

：予定どおり

小学生に

ク

よる体験乗船や子供環

・

境教室等を実施し、漁

財

港施設の利用促進や海

団

洋レクリエーションの

企

活発化に取り組むこと

業

ができ
ました。

Ａ：成

Ｎ

果があがった

ＰＯ
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位

0

0 0 0 0 0 0 0

0 0

施

0 0 0 0 0

－ － －

0.

策

00 0.37 0.37

へ

0.27 0.27 0.

の

27 0.27

0.00

貢

0.00 0.00 0.

献

00 0.00 0.00

高

0.00

0 3,105

市

3,105 2,257

民

2,257 2,257

満

2,257

0 3,10

足

5 3,105 2,25

度

7 2,257 2,25

を

7 2,257

● ○ ○ ○

高

○ ○ ○

市民の漁業や海

め

への理解を深めること

る

により、魚介類の消費

方

拡大、漁港施設の利用

策

促進、海洋レジャー産

業

業の活性化が図られる

有

ため、継続して交流事

効

業を実施していくこと

性

が必要です。

小学生に

継

よる体験乗船や子供環

続

境教室、各種団体によ

に

る海洋クルーズ等を積

よ

極的に支援・協力し、

る

都市漁村交流を進めま

成

す。

　地元の漁業や海

果

洋環境に関する市民等

向

の理解と関心を
高める

上

ため、事業を継続して

の

支援するものです。

可能性 低
その他

事業の目的､対象､内容
分 高

受益者負担､補助額
妥当性 中

業務の執行体制(人員配置､業務分担)
低

その他
析

業務プロセス改善による効率化の方策
高

コスト削減の可能性
効率性 中

事業手法(民活の余地､事業形態の検討)
低

その他

今後に向けた課題の分析

３.年度別事業内容・事業費 （単位：千円）

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平

項

成21年度 平成22年

目

度 平成23年度 平成2

分

4年度

決算額 決算額 決

析

算額 予算額 試算額 試算

の

額 試算額

事業内容

国庫

視

支出金
財

県支出金
源

起

点

債
内

その他　特財
訳

一

左

般財源

事業費（A）

執

記

行率（%）

内 職員（人

の

）

訳 再任用（人）

人件

視

費（B）

フルコスト（

点

A+B）

に関

４.今後の事業展開

す

（担当課としての提案

る

）
平成22年度の事業

分

の方向性

現状の規模で

析

継続 拡大して継続 縮小

・

して継続 廃止 休止 終了

課

他事業と統合

＜判断理

題

由＞

平成22年度の取

の

組方針

課長コメント

■
抽

イベントを実施するこ

出

とで市民への漁業や海

総

に対する理
●□ 解が深

合

まり、親しまれる漁業

評

の推進や漁港施設の利

価

用促

■ 進に寄与してい

市

るため必要性は高いで

民

す。 ○
□
□ 子供環境教

ニ

室や相模湾海遊体験な

ー

ど漁業や海に対する理

ズ

●■ 解・関心を高める

高

上で有効です。

■ ○
□

事

■ 体験乗船などのイベ

業

ントは漁業者が主体的

目

に行っており
●

□ 、妥

的

当性は高いです。
○

□

の

○
□
□ 平塚市漁業協同

達

組合が専門性を生かし

成

、効率的・効果的
●

□

状

に実施していて、行政

況

は支援する体制をとっ

必

ているため
○

□ 効率性

要

は高いです。
○

■

市民

性

の漁業や海に対する理

市

解を一層深めるために

の

、交流事業の実施機会

関

の拡充や参加者の増大

与

を図ることが課題です

の

。

都市漁村交流事業都

必

市漁村交流事業都市漁

要

村交流事業都市漁村交

性

流事業都市漁村交流事

低

業都市漁村交流事業

へ

事

の支援 への支援 への支

そ

援 への支援 への支援 へ

の

の支援

0 0 0 0 0 0 0

他

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0

上

0 0 0 0

0 0 0 0 0 0
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展開 平成21年度への展開 平成22年度への展開

今後に向けた
課題

事業の方向性

取組方針

事業区分

※実施計画事業評価は、昨年度の事業を評価し、来年度の予算編成の参考としています。

－ Ａ：成果があがった Ａ：成果があがった

－ ①：予定どおり ①：予定どおり

小学生による体験乗船や子供環境教 小学生による体験乗船や子供環境教
室等を実施し、親しまれる漁業の推 室等を実施し、漁港施設の利用促進
進や遊漁業の活性化を図ることがで や海洋レクリエーションの活発化に
きた。 取り組むことができました。

海業の推進により、漁業の活性化が 市民の漁業や海に対する理解を一層
活発となるよう利用者・参加者の増 深めるために、交流事業の実施機会
加を呼びかけてより理解度が向上す

５

の拡充や参加者の増大

.

を図ることが
るよう働

事

きかけを行う。 課題で

業

す。

－ 現状の規模で継

展

続 現状の規模で継続

小

開

学生による体験乗船や

の

子供環境教 小学生によ

経

る体験乗船や子供環境

緯

教
室等漁業の推進や遊

平

漁業の活性化の 室、各

成

種団体による海洋クル

1

ーズ等
ため現状の規模

8

を継続する。 を積極的

年

に支援・協力し、都市

度

漁村
交流を進めます。

事

－ 実施計画事業 実施計

業

画事業

分 平成19年度事業分 平成20年度事業分

進捗状況

主な取組と成果

検証結果

平成20年度への
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その他　】 【協働： 】

目的・目標 事業の概要

２.事業の検証

指標名 単位

説明・算定式

活動指標① 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
目

標

実

績

指標名 単位

説明・算定式

活動指標② 平成

１

18年度 平成19年度

.

平成20年度 平成21

事

年度 平成22年度 平成

業

23年度 平成24年度

の

目

標

実

績

指標名 単位

説

位

明・算定式

成果指標①

置

平成18年度 平成19

付

年度 平成20年度 平成

け

21年度 平成22年度

事

平成23年度 平成24

務

年度
目

標

実

績

指標名 単

事

位

説明・算定式

成果指

業

標② 平成18年度 平成

名

19年度 平成20年度

事

平成21年度 平成22

業

年度 平成23年度 平成

担

24年度
目

標

実

績

当

予

進捗状況
遅れ

算

ている理由

平成20年

科

度の主な取組と成果

平

目

成20年度
の検証結果

事

事業評価シート (平

業

成20年度分) 頁

ひら

種

つか海岸利用推進事業

類

まちづくり事業部　み

ハ

どり公園・水辺課

01 ー－080301－06 ド0000 ● ○

04 基本

ソ

目標４　　活力とにぎ

フ

わいに満ちたまち
総合

ト

計画の
02 ②〈熟　成

根

〉　市民の豊かな暮ら

拠

しに貢献できる産業と

法

して成熟させる
位置付

令

け
02 2 まちのにぎ

等

わいづくりに結びつく

対

産業を展開する

市民、象 海浜利用者

□ □ □ □

市

・

民が年間を通して、楽

受

しみ、憩える海岸とし

益

て利用されてい 湘南ひ

者

らつかビーチパークを

事

拠点に、ビーチスポー

業

ツやレクリ
ます。 エー

期

ション、環境学習など

間

年間を通して楽しめる

委

新しい海岸利
用を推進

託

します。

さんぽ道の延

、

長 ｍ

全体の延長　63

協

6ｍ

30 610 －　

3

働

0 610

イベント等に

【

よる、年間来場者数 人

委

－

390,000 40

託

0,000 460,0

：

00 460,000 4

3

60,000 460,

セ

000

377,000

ク

414,000

①：予

・

定どおり

市民ニーズの

財

高まりからイベント数

団

が増加したため、来場

企

者は増加しました。ま

業

た、さんぽ道の施工が

Ｎ

完了しました。（延長

Ｐ

：
636メートル）

Ａ

Ｏ

：成果があがった
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位

ビーチスポーツコート

施

の拡大や観客席設置な

策

ど維持管理費用の増加

へ

が
見込まれるため、管

の

理費用を抑える整備を

貢

進める必要があります

献

。

浜辺のさんぽ道の浜

高

辺のさんぽ道のビーチ

市

スポーツエ湘南ひらつ

民

かビー湘南ひらつかビ

満

ー湘南ひらつかビー

整

足

備 整備 リアの拡大 チパ

度

ークの管理・チパーク

を

の管理・チパークの管

高

理・

運営 運営 運営

0 0

め

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

る

0 0

0 0 0 0 0 0 0

0

方

0 0 0 0 0 0

0 1,9

策

43 55,516 39

業

,370 32,730

有

32,730 32,7

効

30

0 1,943 55

性

,516 39,370

継

32,730 32,7

続

30 32,730

－ －

に

－

0.00 0.55 0

よ

.55 0.70 0.7

る

0 0.70 0.70

0

成

.00 0.00 0.0

果

0 0.00 0.00 0

向

.00 0.00

0 4,

上

616 4,616 5,

の

850 5,850 5,

可

850 5,850

0 6

能

,559 60,132

性

45,220 38,5

低

80 38,580 38

そ

,580

○ ○ ● ○ ○ ○

の

○

浜辺のさんぽ道の延

他

長が完了したため、事

事

務事業として継続しま

業

す。

今後も引き続きひ

の

らつか海岸の利用を推

目

進します。

平成20年

的

度より導入された指定

､

管理者制度が軌道に乗

対

り
、より一層の利用者

象

増が見込まれるため、

､

観客席等の全
体整備や

内

海岸全体の利用計画を

容

策定する必要がありま

分

す
。

高
受益者負担､補助額

妥当性 中
業務の執行体制(人員配置､業務分担)

低
その他

析
業務プロセス改善による効率化の方策

高
コスト削減の可能性

効率性 中
事業手法(民活の余地､事業形態の検討)

低
その他

今後に向けた課題の分析

３.年度別事業内容・事業費 （単位：千円）

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平

項

成21年度 平成22年

目

度 平成23年度 平成2

分

4年度

決算額 決算額 決

析

算額 予算額 試算額 試算

の

額 試算額

事業内容

国庫

視

支出金
財

県支出金
源

起

点

債
内

その他　特財
訳

一

左

般財源

事業費（A）

執

記

行率（%）

内 職員（人

の

）

訳 再任用（人）

人件

視

費（B）

フルコスト（

点

A+B）

に関

４.今後の事業展開

す

（担当課としての提案

る

）
平成22年度の事業

分

の方向性

現状の規模で

析

継続 拡大して継続 縮小

・

して継続 廃止 休止 終了

課

他事業と統合

＜判断理

題

由＞

平成22年度の取

の

組方針

課長コメント

■
抽

市民アンケートによる

出

と、ひらつかの自然の

総

中で最も海
●□ に魅力

合

を感じるという結果が

評

出ているところであり

価

、市

□ 民ニーズは高い

市

ものがありますが、利

民

用者の利便向上が ○
□

ニ

不可欠であり、事業の

ー

必要性は高いと思われ

ズ

ます。

□ 利用者の利便

高

向上を目的とし、新港

事

駐車場とのネットワ
●

業

■ ークが構築され、ビ

目

ーチパークの利用促進

的

が図られるほ

□ か、散

の

策路の整備により誰で

達

もさんぽやジョギング

成

が楽 ○
□ しめるように

状

なるなど、有効性は高

況

いと思われます。

■ 「

必

ひらつかの海」の、観

要

光資源としての魅力を

性

高める必
○

□ 要があり

市

ます。
●

□
○

□
□ 海岸

の

管理者である神奈川県

関

と役割分担を進め、よ

与

り効率
○

□ の良い事業

の

進捗を図る必要があり

必

ます。
●

□
○

■

イベン

要

ト数、来場者数は増加

性

していますが、積極的

低

なＰＲ発信による広報

事

活動に力を注ぎます。

そ

また、誰もが参加しや

の

すいイベ
ント内容とな

他

るよう、指定管理者に

上

働きかけて行きます。
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展開 平成21年度への展開 平成22年度への展開

今後に向けた
課題

事業の方向性

取組方針

事業区分

※実施計画事業評価は、昨年度の事業を評価し、来年度の予算編成の参考としています。

－ Ａ：成果があがった Ａ：成果があがった

－ ①：予定どおり ①：予定どおり

市民ニーズの高まりからイベント数 市民ニーズの高まりからイベント数
が増加したため、来場者は増加した が増加したため、来場者は増加しま
。 した。また、さんぽ道の施工が完了

しました。（延長：636メートル）

イベント数、来場者数の増加はある イベント数、来場者数は増加してい
が、PRを積極的に発信し広報活動に ますが、積極的なＰＲ発信による広
力を注ぎたい。また、誰もが参加し 報活動に力を注ぎます。また

５

、誰も
やすいイベント

.

内容と成るよう指定 が

事

参加しやすいイベント

業

内容となる
管理者に働

展

きかけて行きたい。浜

開

辺 よう、指定管理者に

の

働きかけて行き
のさん

経

ぽ道については、維持

緯

管理費 ます。ビーチス

平

ポーツコートの拡大
用

成

の増加が見込まれるた

1

め、管理費 や観客席設

8

置など維持管理費用の

年

増
用を抑える整備を進

度

める必要がある 加が見

事

込まれるため、管理費

業

用を抑
。 える整備を進

分

める必要があります。

平

－ 拡大して継続 縮小し

成

て継続

ビーチスポーツ

1

エリアの使用料徴収 今

9

後も引き続きひらつか

年

海岸の利用
等利用者か

度

らの負担を検討する必

事

要 を推進します。
があ

業

る。

－ 実施計画事業 事

分

務事業

平成20年度事業分

進捗状況

主な取組と成果

検証結果

平成20年度への
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